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田村等
0） の 報告して い る火落酸が 欠除 して居る た め と考え られ る．その 他 の 試醸酒は程度の 差はあるが ， 供試菌

4 株 の い つ れ も生育が認 め られ た．以上 の 供試酒 は ア ル コ ール 濃度 12vo1％ 迄 加水 し ， し か も肝 片添 加 清酒に 前

培養した 試験菌を使用 し たの で 正規の 状態 で 諞整貯蔵 した 場合 と全 く同
一

に は 論 じ られ な い が，火落菌類の 酒精

耐性 か ら見 て合成 清酒 と雖 も火落菌生育の 可能性即ち火落混濁の 危険性が相当に あ る と結論し得 る で あろ う．尚

使用 菌株が 少 な い の で 償 ち に 断定 は 出 来な い が次 の 推 定 は 可能で あろ う．即ち清酒火落 の 際最 も出現率の 大きい

の は Lactobacitlus　heteroltioehiで あ るが
1），合成清酒 で は香味液添 加が 少 くと も IO％ を越 さな い 限 り， こ の 菌株の

禺現す る 可能性 は 少ない と見られ る．従 つ て たとえ 類似の 細菌混濁が 起つ て も現段階 で は 清酒 と合成清酒 の

Flora は 自ら異 な る と解 す べ きで あ ろ う．
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（第 4報 ）　生翫 及 び速釀翫 仕込経過 に 於 け る ア ミ ノ 酸の 消長
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　清酒 々 母 中 の ア ミ ノ 酸 は ビ タ ミ ン と共 に 清酒酵母の 栄養源 として
1）の ，又清酒 醪，更に は 清酒の 味 に 就 き重要な

役割を為す と考え られ る．酒母仕込 経過 に 於ける 窒素成分 の 消長に 関 して は豊沢 ・米崎氏
S）

及び蔭山 ・杉田氏
4）

等の 報告が あ り，山村氏 6）
， 梅津氏 6）

は い つ れもペ ーパ ー
ク ロ マ トグ ラ フ イ

ー
に 依 りア ミ ノ 酸 の 消長 を追及 して

い る．私 達は 先 に 清酒醸造 過 程中 の 主 と し て 製麹及び 醪 仕込 経過 に 於 け る ア ミ ノ 酸の 消長 に 就 き報 じ た がり
本 報

で は 生 翫 及 び 速 醸翫 の 2種類 の 酒母仕込経過に 於け る グル タ ミ ン 酸量 とス レ オ ニ ン 量を Bioassay に 依 り測定 し

こ れ ら2 つ の ア ミ ノ 酸 の消長を比較 し た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験　之 　部

　KK 本嘉納席店 に 於 て 昭和30年 12月か ら昭和31年 1 月に か け て 仕込 ん だ 同一
系列 の 原料に 依 る生酥及び 速醸翫

か ら試料を採取 し た．仕 込 配合は 生 翫，速醸阮共 に 蒸米 5 斗 2 升 ・．麹
2 斗 6升 ・ 汲水 6 斗 3 升，で あ る。

　｛1｝ 試 料 の 調 製

　試料は打明 ， 初暖気 ， 湧付 ， 分け ， 戻 し ， 枯 し期聞中 ， 使用前等 ， 生酖 で は且3の 操作段階 ， 速醸酥 で は 8 操作

段 階 に於 て 採取 した．採取 せ る試料は 全試料と水溶性区分 に 2 大別 し ， 試料を酸分解 せ る 全試料に 就 て は その 総

窒 素 ，
ア ミ ノ 態窒 素及 び総 グ ル タ ミ ン 酸 ， 総 ス レ オ ニ ン を測定 し水溶性区分 に つ い て は総 窒 素，ア ミ ノ 態 窒素，

グル タ ミン 酸 ，
ス レ オ ニ ン を分析した．

　（a） 全試料 （酸加水分解液）の 調製

　採取試 料 20g に 6N 濃度 とな る 様に 塩 酸 を 加 え常法に よ り封管中 で 301bs　4 時間分解 した．減 圧濃縮に よ り分解

液 か ら可 及的に 塩 酸 を除 きpH4 ・0 で 濾過
8）

後pH6 ・8に 調節 ， 定容に 充たした．尚麹 及 び 蒸米は 各 10g宛採取，同

様 に 処理 し た．

　 〔b） 水溶性区分の 調 製

　採取試料50gを 磨砕後80％ エ タ ノ ール 100mlを 加 え 100℃ で 10分間加熱 し て 酵素作用を停止 させ た． こ れ に 水を

加え乳鉢で 磨砕 ， 遠心 分離 し，上 澄液 を簗 め残 滓 は水を 加 え再 び磨砕抽出 とい う操作を 3 回操返した．尚抽出に

用 い た 水の 量 は 略一定 と し た．斯 くて 集 め た 上澄溶を減圧 濃縮 しτア ル コ ール 箸の 揮発成分を除い た 饅融過しg旺
6r8に 諢節定容 に 充た した，、
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‘2〕 分析方法

　（a ） 酸 は採取試料 10ml を中和す るに 要す るN ／lo　NaOH の 滴定数（m ！）．

　（b） 糖は常法 に より BERTRAND 法 で 測定 Glucoscと して 表 は した．

（c ） 総 窒素は MICRO 。KJELDAHL 法に 依つ た，

  　 7 ミ ノ 態 搴 素は VAN 　SLYKE 法 に依 つ た．

  　グル ク ミ ン 酸 は 寺本氏 そ の 他
9）が 蛋 白質原料 の 分析 に使 用 した Bioa苫say に 依 つ た．使用菌 は 1・act ．　tuuhinos ’

us

で あ る．グル タ ミ ン 酸 の 標準曲 線 を第 1図に，回収 率 を第 1表 に示す．
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　〔f｝ ス レ オ ニ ン は 田村氏等
／0）の培地で Leuc．　 mesenteroides 　 P−60 を用 い る Bioassayに依 り測定 した ．第 1図 に

標準曲線 を 第 1表 に 回収率を 夫 々 示 す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 分 析結 果 及 び考察

　（1） 蒸米及び麹 に就 て の 分析結果

　蒸米及び 麹の 総窒素 ， グ ル タ ミ ン 酸 ，
ス レ オ ニ ン の分析結果 は次 の 如 くで あ る．

　蒸米 ： 総窒 素 ：6 ．048mg／9，
　 L一グル タ ミ ン 酸 ： 5．750mg ／9，

　 L一ス レ オ ニ ン O・950mg ／9．

　麹 ：総 窒素 ： 6．271 皿 919 ，
L一グル タ ミ ン 酸 ， 5．125mg19 ，　 L一ス レ オ ニ ン 1・300mg！9．

　  　生 醗 及 び速 醸 翫仕込 経 過 に 就 て

　蒸米及び 麹 の 分析値を基 準 と して仕込 配合か ら各工 程 に於ける物量 （採取試料）瓦当 りの 総 窒素鑾 ， グ ル タ ミ

ン 酸量及び ス レ オ ＝ ン 量 を算出 し分析結果 と併 せ て 第 2 表 に 示 した．表中の ア ミ ノ 酸 は すべ て L 型 で表は して あ

る．尚 ス レ オ ニ ン に 関 し て は DL 型 の 地量 を と りL 一ス レ ォ ニ ン と し て 表 は した
10 ．

　｛a） 窒素成分 の 遊離

　水溶陸区分の 総 窒 素 は，生 翫 系酒頚 こ於 ては 仕込愛徐 セに 増加 して 行 くの に 対 し， 速醸 玩 で は 仕込後 3 日 目で

最大遊 推量の ラhに 達 し て い る．然 し乍 ら量杓に ｝ま両者の 聞 に は大 きな 相 異 は 認 め られ な い ．全試料中 の 総窒 素に

対 する 水溶性区分 の 餐素の 土（d ！a ）を み る に ， 生玩 で は 仕込 後除 回 こ 窒素成分が 溶出 され 18日以後 ｝ま略
一

定の 劃

合 と な り40％程 変とな る．速穣 玩 で は 全 経 過 を通 じ25〜35％ の 剖合 で窒 素成分が遊離 して い る．即 ち両者 の 窒素

成分 の 遊雛割含は 量 内 に み て 大 きな 違い は な い が ， その 遊 誰 の 仕方 に 於 て 生 酥 は 漸増的 に 行は れ る の ic対 し速醸

阮 は 前急後緩 で あ る点が異 つ て い る，こ の 事を蔭山勇等
4） は米麹の 酸駐プ ロ テ ア ーゼ 系の 洋用 に よ り説明 して い

る．水溶性区分 の ア ミ ノ 態 窒 素 は 生 酥 で は 仕込 後 11日 目頃．迄 可 成 り急 激 に 増加 するがそれ以後あま り大 きな増減

は 見 られ な い ．速驤玩 で は 仕込後 7 日 目迄 は変 1匕は 少い が 7 日 か ら9 日 目に か け 可 成 りの 増加が 認 め られ る．叉

量的 に は速醸翫 の ア ミ ノ 態 窒素 は 生阮 の 施〜確で 准移して い る．蔭山氏 等
d）

もフ オ ル モ ール 窒素が翫 造 り全段階

を 通 じ速穣玩 は 生酖 の 施一ysの 値を 示す事 を報 じ て い る．水溶性区分 の 総 窒素に 対す る ア ミ ノ 態窒素 の 比 （e ！d）

仕 込 経 過 に 就 て

分 析 結 果 よ り の 計 算 値
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（446） （吉寄， 橋田 ， 津田 ， 森， 護辺 ）　清酒醗造蟲程 に 於け る ア ミ ノ 酸 の 消 長 に 蘭す る硯究

は 水溶性窒素成分 の 分解率 を 示すが こ の 分解率は 生 酥 ， 速醸翫の 違 い を明瞭に 表 は して い る．郎 ち生 翫 で は仕 込

後 8 日目か ら使用前迄大体60〜50％で 淮移 して い るの に 対 し速 醸醗で は 全経過 を通 じ30％ 内外で 終始 して い る．

こ の 様 に 清酒 々母仕込経過 に 於 て ， 米蛋 白の 溶出に 関 し て は 生 翫 ， 速醸翫共に 大きな相違が認 め られない が溶串

蛋 白の 分解力 に 於て速醸翫は生酥 に 劣 る様 で あ る．

　 （b）　グ ル タ ミ ン 酸 の 遊離

　水溶性 区分の グ ル タ ミ ン 酸量 は 生 阮 ， 速 醸 翫共 に 仕込 後漸次加 して い る が後者は前者 の 約半量 で あ る．総 グル

タ ミ ン 酸 に 対す る水溶性区分 の グル タ ミ ン 酸 の 比 （f！b ）は グ ル タ ミ ン 酸 の 遊離割合を 示すが 生翫 で は仕込後 そ

の 割合が次第に 増加 し11日 目で 約 20％ ，

e
使用前

”
で 35％ とな るの に 対 し速 醸 阮で は仕 込 後 3 日 目で 約 6 ％， 使用

前 で 17％ で あ る．生 酥 で は 水溶性 区分の 総 窒 氣 ア ミ ノ 態 窒素及 び グ ル タ ミ ン 酸の 分析値がい つ れ も
ミ

湧付
”
で 最

大 とな つ て い る．梅津氏 も山廃翫仕込 経過 に 於 い て グル タ ミン 酸 が 瀰 付
”
で最 大 とな る事を報 じて い る

6）．水溶

性区分の 総窒素に 対す る グル タ ミ ン 酸窒素の 比 （h／d）をみ る と生酖 で は寸∫明
”

で2 ・6％ ，
8 日 目以後大体5 〜7 ％

で 使用 前
”

の 状態で 7．7％ に 至 つ て い る．醪 仕込 経 過 に 於て もこ の 値 は 4〜6 ％ で あ つ た が生翫 系酒 母仕込 も略 々

同様 の 経過を辿 る事が想嫁 され る．一
方速醸配 で は 7 日 目で 5．1％ とな り以後3．7〜4 ．8％ の 閼で 変化 し て 居 り水

溶性蛋白か らの グ ル タ ミ ン 酸の 遊 離は 生 醜 の場合の 約％で あ る．

　 （C） ス レ オ ニ ン の 遊離

　水溶性区分 の ス レ オ ニ ン 量は仕込後漸次増加 し
ミ

湧付
”
で 最大 とな りその 後減少す るが 再 び 増加 が 認 られ る．速

醸配 で は仕込後 3 日 目 で採取試料瓦当 り　7511g
，

ミ

使用前
”

で 生酖 と同 じ く165μg とな る．全 試 料中の ス レ オ ニ ン 量

に 対 す る水 溶 性 区分 の ス レ オ ニ ン 量 の 比（g！C）を と る と生 翫 で は 仕 込後 日数 の 経 過 と共に 増加 を 示 し
ミ

湧 付
”

で 最

高 とな りそ の後21〜27％で 増減 して い る．速醸翫 に 於 て も全 く同様に推移 し
ミ
使用前

”

で 27％ に な つ て い る．こ の

様 に オ レ オ ニ ン の 遊melc関して は生翫と速醸酥 に は 差異が 認 め られ な い ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　　　　　約

　生酥及び 速醸翫仕込経過に 於 け る窒素成分特に グル タ ミ ン 酸，ス レ オ ニ ン の 消長 を 調べ た，ア ミ ノ 酸量の 測定

は B 三〇assay に 依つ た．米蛋白 よ り窒素成分の 遊離は生 翫，速醸翫の 間に 差 が 認め られ な いが水溶性蛋 白の 分解

率 に 於て 両者 に 明瞭な 差 が 認 め られ る．即 ち速醸阮は 生 翫 の 施乃至Ysにす ぎな い ．又 グ ル タ ミ ン 酸 の 遊 離割合 に

付い て も速醸翫は 生 翫 の 半分以下 で あ る．醪工 程に 於 て 認 め られ た グ ル タ ミ ン 酸 は水溶性 区 分中で 約 半分 は遊 離

型 他 は結合型 で 残 る とい う現象 は生醯 仕込経過 に 於 て も認 め られた，ス レ オ ニ ン の 遊離に 関 して は 生翫 と速醸翫

の 間 に は差異がな い ．

　終 りに 臨み 本研究 に 終始 御指導 を載 きま した
， 阪大寺本教授及 び 御鞭撻 を賜 は りま した KK 本嘉納 商店嘉納 副

　社長， 木暮生 産部長に 深謝致 し ま す，本報 は 昭 和 32年 4 月 日農 化大 会 に 於て 発 表 し た．
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